






















教養教育科目数は、春学期・秋学期併せて 318 クラス(同時開講有、春学期 159 クラス








































・1 年次生が受講する「発信英語 II」の 3 クラスにおいて、5 つのトピックに基づく 10 分
間のディスカッションプロジェクトを、5 週にわたり行った。受講生を 4－6 名から成るチ













トピック： １回目:“travel” 2 回目:“sports” ３回目:“future dream” 




































































































複数年提案の場合：    （ １ ）年目／（ １ ）年計画 
 
































































































 プロジェクトは、平成 28 年度秋学期における 6 回の授業において（うち 1 回目はスピ
ーチトレーニングを実施し、2 回目からはグループディスカッションを実施）、１グループ４
－６人でディスカッションセッション（１５分）を行う。ディスカッショントピックを与えた後
に、約 10 分間の準備時間を設けてからディスカッションに入る。 
 研究① 全 5 回のグループディスカッションセッションは全て、ボイスレコーダーに記録































2 指標（A およびＢ)において、t 検定の結果、ファシリテーターを用いたクラスにおいては、プ




 結果と効果については、今年度末の FD 活動報告会において報告する。また、分析結果に



















グループ A (スピーチ教育のみ実施） 











































【ネガティブな反応、戸惑いや困難：計 5 件】 
感想例） 

































平均値 標準偏差 標準誤差 平均値の 95% 信頼区間 最小値 最大値
下限 上限 
グループA 4 734.25 634.929 317.465 -276.06 1744.56 270 1673
グループB 4 2336.00 421.110 210.555 1665.92 3006.08 1797 2736
グループC 4 2447.50 368.469 184.235 1861.18 3033.82 2184 2986








Levene 統計量 自由度1 自由度2 有意確率






 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
グループ間 7351014.500 2 3675507.250 15.395 .001 
グループ内 2148715.750 9 238746.194   







従属変数: 五回の発話合計  
 Tukey HSD 
(I) Group種類 (J) Group種類 平均値の差 (I-
J) 
標準誤差 有意確率 95% 信頼区間 
下限 上限 
A 
B -1601.750* 345.504 .003 -2566.40 -637.10
C -1713.250* 345.504 .002 -2677.90 -748.60
B 
A 1601.750* 345.504 .003 637.10 2566.40
C -111.500 345.504 .945 -1076.15 853.15
C 
A 1713.250* 345.504 .002 748.60 2677.90
B 111.500 345.504 .945 -853.15 1076.15
*. 平均値の差は 0.05 水準で有意です。 
 
 





資料４：平成 29 年 3 月 10 日 学内教育改革フォーラム掲示資料
（一部改変） 
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